Stratigraphical study on the boundary between the Upper Cretaceous and Paleogene strata of Amakusa-Shimojima Island, Kumamoto Prefecture, Kyushu by 田代,正之 & 大塚,雅勇
　　　　　熊本県・天草下島の白･亜系と古第三系の
　　　　　　　　　境界付近の層位学的研究＊
　　　　　　　田　代　正　之“●大　塚　雅　勇米米米　　　　　　　●
　Stratigraphical study on the boundary between the Upper
Cretaceous　and　Paleogene　strata　of　Amakusa-Shimojima
　　　　　Island, Kumamoto Prefecture, Ｋｙｕｓｈｕ＊
　　　　Masayuki Tashiro岑米and Masao Otsuka**米
(**£)ｅｐａｒtｍｅｎt ｏｆ Ｇｅｏtｏｇ:ｙ， Ｆａｃｕltｙ　ｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ, Ｋｏｃｈｉ Ｕｎｉ。ｒｓitｙ,
本＊＊Ｍａtｓｕbaｓｅ-ｈｌｉｇａｓｈｉ Ｙｏｇｏ Ｓｃｈｏｏｌ, Ｋｕｍａｍｕtｏ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The purpose of this paper is to describe the biostratigraphy of the Upper-most Formation of
the Upper Himenoura Subgroup, and the Co-Akasaki and Co-Shiratake Formations (new names)
of the Miroku Group, in the Amakusa･Shimojima Island, Kumamoto Prefecture.
　The Upper-most Formation (Formation U-IV) of the Upper Himenoura Subgroup is divided
into three members, i. e., the lower (Member U-IVa), the middle (Member Ｕ-Iｖb）ａｎｄ the
upper (Member Ｕ-Ⅳc). Member Ｕ-Ⅳａ consists mainly of black siltstone which is intercalated
by several pebbly mudstones.Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ(CalaごεΓα,niｕｓ)sp., aff.T?ｉｏｆ:.(Catａｃ.）balticｕｓ halticiiｓ
BoHM and several moUuscan species are produced by this member. Member Ｕ-Ⅳb is composed
of sandstone and shale alternations. Several ｍ０１】uscan assemblage beds are known in this
member. Member U-IVc is characterized by interbedded thick sandstone. conglomarate and
shale. Few acidic tuff beds insert in upper part of this member.
　The Co-Akasaki Formation is characterized mainly by red-colored muds tone.Ｔ ｕｒｒitellacfr.
ｏｋａｄａｉａｎｄ several molluscan species appear from the sandstone near the basal conglomarate
of this formation. The Co-Shiratake Formation consists mainly coarse･grained sandstone which
inculudes “Nummulite” fossils.
　Geological age of Member U-IVa and the lower part of Member U-IVb was assigned as the
Cretaceous (Maestrichtian) judging from the occurrence of ＩｎｏｃｅｒａｍｕｓandＢａｃｕli£ｅｓhowever,
the age of Member Ｕ-Ⅳｃ and the upper part of Member U-IVb was not clearly determined.
Because the Co-Akasaki Formation yields the Tertiary fossils Tｕｒｒitella　cfｒ，ｏｋａｄａｉ,which
appears the lower horizon than the Lutetian or Ypresian Nummulite fossils, its age was
assigned as the Paleogene?.
　The stratigraphic relationship between the ＣＯ･Akasaki Formation and Member U-IVc of the
Upper Himenoura Subgroup is an uncomformity.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　熊本県の天草下島における白亜系と古第三系の境界に関する研究は, 1922年，長尾による
”Ｎｉtmmlitｅｓ”の発見に端を発し，以来，長尾(1926),松下(1949),松下・他(1959),波多江
　C1959, 1960 a ，1960 b ）やAmano (1962)による研究を経て，最近，高井・坊城(1963),
MIKI (1972, 1975),三木・植松(1973)らにより，かなり詳細な研究がなされている．しかしな
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がら，古第三系・白亜系の地層区分や命名か調査者ごとに異なっていで，さらにその境界付近の層
序についてもそれぞれに異なった見解がとられていて判然としな’い点があった･
　筆者らは10数年来，本地域の野外調査を中心に研究を行っ‘てきたが，その研究成果のいくつか
は，すでに公表している（田代・野田1973 ；Tashiro 1976；田代・大塚1976 ；Otsuka 1978).
天草下島の古第三系全般については筆者らの調査ではまだ不充分な部分かあり，また白亜系の主要
部分については筆者の１人田代か野田と共に1973年，その層序学的研究の結果を報告しているの
で，ここでは古第三系と白亜系が不整合関係，あるいは断層関係で接する部分の古第三系（主に，
赤崎相当層と白岳砂岩相当層）と，白亜系最上部付近（姫浦層群上部亜層群の上半部）を中心に層
序学的立場より記述し，この部分についての従来の対比を改正し，天草下島における白亜系の全域
とそれに接する古第三系の一部を含む図幅調査の結果を報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　地　域
　本研究の調査範囲は第１図に示すように，天草下島の西岸地方,･東岸地方のかなり広範囲におよ
び，地域により，岩相や層厚などに若干の相違か認められるため，地層の分布の具体的な内容につ
いては，調査地域を下記の如く，５つの地区に分けて記述している.
　1.宮野河内地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
　　天草下島東南海岸より本島南半部の中央部，
　2，久玉地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　天草下島の東南端部で，北方は宮野河内地区と連続する.
　3，下田地区
　　天草下島北西部
　4，大江・崎津地区
　　天草下島西部の中央部で，北方は，下田地区と連続する.
　5，向辺田地区
　　天草下島南西部，向辺田半島．北方は羊角湾をへだて亡，大江・崎津地区と連続し，東北方で
　　は，見かけ上，宮野河内地区と連続する．
第１図調査地域位置図
Ｋ：久玉地域
　　　　(天草下島東岸部)
Ｍ：向辺田地域
　　　　(天草下島西岸部)
Ｍｉ：宮野河内地域
　　　　(天草下島東岸部)
○ :･大江・崎津地域
　　　　(天草下島西岸部)
Ｓ：下田地域
　　　　(天草下島西岸部)
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地　質　概　説
　白　亜　系
　天草下島の白亜系は，姫浦層群上部亜層群（田代・野田, 1973)であり，本亜層群は，下位よ
り，下部層・中部層・上部層・最上部層（Ｕ－I，Ｕ－II，Ｕ－III，Ｕ－IV）の４部層に大別され
る．　このうち，下部層・中部層・上部層については，田代・野田(1973), TASHIRO (1976)がそ
の概要をすでに報告しており，最上部層については, TASHIROべ1976),田代・大塚(1976)によ
表１．天草下島の白亜系と古第三系下半部の層序区分
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り，部分的に記述されているので，ここで
は，最上部層を中心に述べる．また，下部
層・中部層・上部層については，いくつか
の層位学的新事実を加えるにとどめ，その
分布の大要を主に記述する．なお，天草
下島白亜系については，波多江(1959,
1960 a, 1960 b ), MIKI (1972, 1975),
三木・植松(1973),松下ら(1959),高
井プ坊城(1963)により，それぞれ独自の
詳細な層序区分がなされているが，地域に
よっては，筆者らの層序区分とは必ずしも
一致せず，かなり差異があるので，それら
との全般的な対比は困難である．
　各地区における対比は付表２～６を参照
されたい．
　姫浦層群上部亜層群
　下部層（Ｕ－I）
　天草下島付近では，牛深市の西南方約3 km　の位置にある小島・牛深大島にその分布をみるの
みである．本層の下位は判らない．上位は，本島ではＵ－Ila（後述）の下部までが存在する．下
半部は砂岩と黒色頁岩あるいは,゛シルト岩の大まかな互層であるか，上半部は無層理の黒色シルト
岩である．全体に二枚貝化石に富む．主要なものとして，Ｉｎｏｃｅｒａｍｕs（Ｓｐｈ.ｅｎｏｃｅｒａｍｕ％,）ｏｒｉｅｎtaltｓ
ｏｒｉｅｎtaltsＳＯＫＯＬＯＷを産し，下部ヘトナイ統下部(Lower Campanian)である．本層と対比
される鹿児島県下甑島の　Ｕ－Iからは，最近，筆者の１人田代はIれｏｃｅｒａＴＴｉｕs（Ｓｉｂｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｉ,）．
ｅｌｅｇａｎｓｂ ｅｕｄｏｓｕｌｃａtｕsNagao and ＭＡＴＵＭＯＴＯを採集した．
　本層中の二枚貝化石については，Ｔ八SHIRO (1976),なお地質層序については，波多江(1960a),
TASHIRO (1976)の詳細な報告がある．
　　中部層（Ｕ－II）
　　中部層（Ｕ－II）は，砂岩優勢で，篠岩，頁岩層を伴う下部（Ｕ－Ila）と，黒色シルト岩を主と
する上部（Ｕ－Ilb）･にわけられる. U-IIaは，天草下島では，その下部と上部に二枚貝・巻貝化
石に富む部分がある．中部は粗粒砂岩，篠岩層が多く化石は少ない. U-IIaの主要化石としては，
Ｉｎｏｃｅｒａｍｕs（Ｓｂｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ）ｓａｃｈａｌｉｎｅｎstsＳＯＫＯＬＯＷ，Ａがｏtｒｉｇｏｎｉａ　ｃｒａｓsｏｒａｄtａtａNakano,
ＭｉｃＴ･ｏtｎｅｏｎｉａｍａｎｏｉNakano,Ｍｉｃｒ，tＴＯｕtｅｎｓiｓ Tashiro,Stｅｉｎｍａｎｅｌｌａ（Ｙｅｈａｒella）ｊａｂｏｎｉｃａ
ｊａｂｏｎtｃａ(Yehara),Ｎａｎｏれ四iｓ hｒｅｖｈ　ICHIKAWA and Maeda 他多くの二枚貝や，異常巻ア
ンモナイト，（ゐμoxoceΓαs sp. がある．おそらくU-IIaは，北海道の上部エソ層群，函渕層群
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や，四国和泉層群のIれｏｃｅｒａｍｕ%（Ｓｂｈｅｎｏｃｅｒａｍｉtｓ）ｓchimidtiZone (MATSUMOTO, 1959, 1977)
に対比される. U-IIa　の分布は，牛深大島の東半部と大江・崎津地区の天草町大江の横浜付近に
かぎられている．牛深大島では，下位のＵ－I上に整合に重なり，その下部と中部が分布して･い
る．天草下島本島では，大江・崎津地区の横浜付近が，白亜系の最下部を示していて，ここでのＵ
－Ilaは，その中部から上部か認められる．その分布は，横浜湾の中央付近を通り，略Ｎ－Ｓ方向
を軸にした背斜構造の両翼にあり，西翼部は，湾の北西岸にわずかに露出していて上部は海底に没
している．湾の南東岸にみられる東翼部では，上位に整合関係でＵ－Ilbが重なる. MIKI (1972)
によれば天草下島の白亜系の最下部は，天草町高浜の南方船津付近で，高浜変成岩類上に小分布を
示す砂岩層とみなしている．しかし，この砂岩層は，筆者らの調査結果では，姫浦層群上部亜層群
最上部層上部（Ｕ－Iｖｃ）の可能性がつよい（後述）．高浜変成岩と，白亜系の境界付近は，非常に
露頭が悪く，また道路の整備も不充分で，現段階では，踏査不可能な部分が多い．今回の筆者らの
調査結果では，従来高浜変成岩の分布域とされていた高浜南方の白木河内の南の谷に東部から延長
された白亜系Ｕ－ＩＶの一部（後述）が確認された，この部分の詳細は，さらに調査を進めた上で
言及すべきかと思われる.
　Ｕ－Ilbの分布は，宮野河内地区と，大江・崎津地区にみられる．　　　　　　　　　　　　１
　宮野河内地区　　　　　　　　　　　　　表２．天草下島東岸部・宮野河内地区における対比表
　天草下島東岸の海岸線に略平行
する上平断層（波多江, 1960)の
西側に，牛深市深海町下平から牛
深市山浦まで.，北方を頂点にした
クサビ型に細長く分布する．下位
は上平断層に切られる．化石は非
常に少ない．走向略N 30°Ｅ，傾
斜は10～30°とゆるく西側を示し，
略ＮＮＥに走る上平断層とは斜
交する．
　大江・崎津地区
　ここでは, U-IIa上に整合に
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重なり，走向は略Ｎ－Ｓを示し，傾斜は西方では約30°とゆるやかであるが東方では次第に強い傾
斜約70°を示し，東側へ傾むいている．化石は少ない．天草町大江横浜西方の岬の先端付近から海
岸沿いに同町軍浦の南方岬の先端付近まで良く観察できる．また，横浜一軍浦間の峠をはさむ道路
にも観察できる. U―Ilaのさらに北方延長部は，おそらく高浜変成岩類と断層関係で接する，
第２図調査地域の主要化石産地
１。明石岬
２．浅　海
３．軍　浦
池ノ窪??????
９。大川内
10.大　江
11.大　田
12.小高浜
??????
尾　崎
オデガ崎
15.河
16.上
17.亀
浦（一町田）
平
浦
18.鬼海ヶ浦
19.勘太郎峠
20.久　玉
21.小　鳥
22.五通島
23.崎　津
24.皿山
25.椎　葉
26.下山川
27.志田原
28.下　田
29.下　平
30.白木河内（河浦町）
31.白木河内（天草町）
32.高　浜
33.大　奄
34.十三野
35.十ノ原
36.唐千田
37.都呂々
??????????????????? ?
中　浦
西河内
西高根??????
福連木
46.二浦白石
47.船　津
48.仏ノ平
49.坊主瀬
50.松が鼻
51.松浦河内
52.増　野
53.宮野河内
54.妙見浦
55.向辺田
56.山　浦
57.羊角湾
58.横　浜
59.綿　内
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　上部層（Ｕ－ｍ）
　Ｕ－IIIは，化石に富む砂岩優勢な砂岩・頁岩互層の下部(U-IIIa)と，砂岩・頁岩互層からな
り，やや頁岩優勢で，しばしば数ｍの篠岩層を伴う上部（Ｕ－IIlb）から構成される.Ｕ－IIlbは
殆んど化石を含まない. U-IIIaと, U-IIIbの関係は, U-IIIaが次第に漸移する傾向があり，
岩相的に明瞭に区分できる部分はない．筆者らは, U-IIIaの上限として，小型の力牛密集層を含
む砂岩層をもって目安とした．その密集層を確認できない地域においては，その下位約50mに存在
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する大型力牛密集層をもってその境界を推定している．しかしなから, U-IIIaの主部とU-IIIb
の主部では，明瞭に区別できる岩相を示している. U-IIIa中の二枚貝化石についてはTashiro
(1976)が詳細に記述している如く，ヘトナイ統上部の和泉層群から産する二枚貝と共通するもの
や，アメリカ西海岸のマストリヒシアンより産する二枚貝が知られている．
　今回，筆者らは，牛深市下平のオデガ崎北端と，浅海西方道路端の崖からＣりｃｖｍｅｒis（Ｇら･り-
ｍｅｒｉtａ）ｍｐｏｎｉｃａTashiro,Ｎａｎｏｎａｕiｓ ａｔｕａｉｉＴｎｅｎｓiｓ（ＩＣＨＩＫＡｗＡand ＭＡＥＤＡ）などとともに
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Ｓtｅｉｎｍａｎｅｌｌａ（Ｙｅｈａｒella）jａｂｏ　ｎｉｃａ ｏｂｓｏｌｅtａKOBAYASHI and Amano を採集した．本亜種は，
下甑島のU-IIIaからは普通に産する三角貝であるか，天草下島では，これまでに報告かなかっ
た＊1.　これは，田代・野田(1973), TASHIRO (1976)による天草下島と下甑島の白亜系の対比か
妥当であることを証拠ずけるものの１つとして重要であると考える．またＵ－IIlaには，先に述
べた大型カギCrassostrea”の密集層があり，この密集層は天草全域のＵ－IIlaに追跡可能である．
この密集層については，波多江(1960), MIKI (1972),三木・植松(1973),田代・野田(1973),
Tashiro (1976)も記述しているか，さらに今回，数個所の新産地を加えることができた．
　分布
　宮野河内地区
　本地域のＵ－IIIは，河浦町宮野河内西高根付近で，北方を西高根断層（波多江, 1960)でたた
れているが，それ以南では，西高根付近から，牛深市大浦付近まで広範囲に分布している．走向は
略N30°Ｅでゆるく西側傾斜を示しているが，牛深市浅海付近から大浦付近では，複雑な断層に
より，いく分走向を異にした所がある．Ｕ－ｍの下部は，下平付近から大浦付近までは，下位の
Ｕ－Ilb上に整合に重なるが，北方の西高根付近から下平北方では直接上平断層にたたれ，東側は
古第三系と接する．本層の上部は，ほぽ海岸に平行した山地の西壁を構成している．また，オデカ
崎西方では，上平断層の延長部があり，ここでは断層の東側にＵ－ｍａか小分布域を示している．
この部分での走向は断層に略平行で，地層はほとんど直立している．
　　　　　　　　　　　　　くたま表３．天草下島東岸部 久玉牛深地区におけ
　　　る対比表
AKASHIMISMくIF: FUKUREGI F.
CO-SHIRATAKE F.
CO-AKASAKI F.
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Ｈ　Ｆ．
U - IVc
　U - IVb
匹=ら=一之゛
　u - nibＨ　５ Ｇ　Ｆ．
Ｆ　Ｆ． U - Ilia
Hatae,1960a MIkl・Uematsu
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this paper
　久玉地区
　久玉地区では，宮野河内地区から大浦，山浦
付近へ延長するＵ－IIIをみるのみで，他に同
層の露頭はない．
　大江・崎津地区
　天草町軍浦から河浦町小高浜東方付近の海岸
まで，比較的良好な露頭か連続している．下位
は軍浦付近でＵ－Ilbに整合に重なる．走向は
海岸沿いでは略Ｎ－Ｓで，70°～80°の急な東側
傾斜を示すか，北方の山地で，同層の延長部は
やや西向きに走向を転じ，それ以北ではおそら
く高浜変成岩類と断層関係で接する．
　向辺田地区
　ここではU-IIIaはなく，Ｕ－IIlbの上半部が河浦町綿内北方岬付近に略N80°Ｅの走向，10°
～20°南側傾斜を示し，北方海岸沿いにわずかに分布している．
　最上部層（Ｕ－ＩＶ）
　本層は．天草下島白亜系の最上部を示すもので，下位は, U-lIIbに整合に重なり，上位には，
古第三系赤崎相当層（後述）が不整合関係で重畳している．本層は，岩相の違いにより，下・中・
上部(U-IVa, U-IVb ・Ｕ－Iｖｃ）に大別できる．
＊１　Yehai!A (1923)ii＾
　ＴｒｉｇｏＭｔａｉ ｐｏｎｉｃａＹｅｈARA として記載した天草町大江（筆者らのＵ－Ila）
　の三角貝をKOBAYASHI and Amano (1954)は＞ 　Ｓtｅｉｍｎａｎｅｌｌａ（Ｙｅｈａｒella）ｉａｐｏｎｉｃａｏｂｓｏｌｅtａ
　KOBAYAOHI and Amano ？ としたか，筆者らの考察では，大江府のYeharaによる標木はぶ.CY.)
　ｉａｐｏｎｉｃａS.str. (Yeh. )と考えている．なお三角貝については，別に報告する予定である．
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上部亜層群最上部層下部（Ｕ－Iｖａ）……新称　　　　　　　　　　　　　　　　　・
無層理の黒色頁岩が主体となっている．基底部には，数層の層厚１ｍ土の礦岩層や粗粒砂岩層も
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第５図　天草下島の白亜系と古第三系下半部の模式的柱状図と主要化石層順
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表４．天下草島西岸部・下田地区における対比表
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表５．天草下島西岸部・大江・崎津地区における対比表
爽まれる.･篠岩の基質は頁岩であ
ることもある．下半部には数層順
にわたり，含篠頁岩が発達する．
スランプ構造も発達する．篠は淘
汰不良であるか，良く円磨されて
いる．欄はほとんどチャートで，
まれに酸性火山岩類が含まれる．
大きなもので，コブシ大のもの
も観察される．基底近くの含篠
頁岩中より，山下（天草郡大矢野
町立大矢野中学校教諭）はＡ?α
(Truれｃａｃｉｌａ) cfr.地加ojimensis
Tashir〇を採集している．また
上位の含榛頁岩中には，しばし
ば，特徴的な生痕化石が含まれ
る.’牛深市早浦付近の含篠頁岩か
らは先に筆者らが報告したイノセ
ラムス（田代・大塚1976)の他に
Ｍｏｓｏｃｈtｏｎｅtｒｉｇｏｎａｌｉs　Tashiro
や，小型の巻貝，大型のウニ化石
を産する．Ｕ－Ｉｖａの上半部は，
殆んど黒色頁岩，暗緑灰色頁岩を
主としているか，上部では次第に
砂岩の薄層が爽まれ，Ｕ－Iｖbへ
漸移する．黒色頁岩部からは，ま
れにＡｃｉｌａ（Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ)sp.他，保存の悪い二枚貝化石を産する．牛深市椎場北方や，天草町下
田の旧下田中学校校庭にその産地を確認しているが，種の同定は困難である．Ｕ－Ｉｖａの層厚は地
区により異なるが450m～650mの範囲にある．
　対　比
　田代・大塚(1976)は，最上部層を下位より，２・３と便宜的に仮称したが，ここでのU-lVa
は，その２と３の下半部を含む．またイノセラムスの産出は, U-IVaが白亜系であることを確実
にしているか，その時代は，おそらくマストリヒシアンであると思われる．同標本に最も近似した
種＊が，インドのアリアルール層群（マストリヒシアン) (StOLICZKA, 1870-1871)から知られて
いる．
　最上部層中部（Ｕ－Iｖb）……新称
　全体的には，砂岩と頁岩の互層を主としていて，しばしば，磯岩層が爽まれる．下部は頁岩優勢
な砂岩・頁岩互層であり，中部では砂岩・頁岩の細かな互層を示す部分もみられる．上部では再び
砂岩・頁岩の大まかな互層になり，砂岩層がしばしば篠岩層へ移化する部分もみられる．頁岩部は
は，かなり粗粒なシルト質を示すところも多い．　本層は，Ｕ－ＩＶ中で最も化石に富み，下部・中
部・上部にそれぞれ化石帯が認められる．なかでも，下部では, 50cm前後の密集層を形成してい
＊早浦産イノセラムスＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ)aff.halticｕｓ balticｕｓ BOHM については，現在，
　野田雅之博士により研究か進められている．
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る．牛深市唐千田（おそらく高井・
坊城1963による産地と一致する），
増野北西約600 m 付近にその密集
層が観察される．　化石は，砂岩中
に，はきよせ状に産し，その種類
は付表６に示す通りであるが，特
に　Ｎａｎｏｎａｖiｓ tｕｒａｄａ　Tashiro,
Ｇりりｍ・咄（Glｙｃｙｍｅｒｉtａ）ｊａｐｏｎｉｃａ
Tashiro,Ｃｏｒhｕla sp., Ag.れｏｍｙａｘ
ｅｌｅｇａｎsTashiro,Ｐｏｒtｌａｎｄｉａ 　ｃｕ-
れeisiｒiaはICHIKAWA and Maeda.
Ｔｅｎｅａ sp. などが多い．　中部ではシ
FUKAMI Ｆ．
AKASHIMISAKI
　　　　F.
FUKUREGI F. FUKUREOI Ｆ．
CC^SHIRATAKE
　　　　F
CO･AKASAKI F
ＨＦ．
ＨＦ．
U － IVe
ＧＦ． U － IVbＨ６
Ｈ６ G F.
U－ IVo
CRETACEOUS Ｆ Ｆ． U － Illb
Matsushita
　19 <≪9
Hatae
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Mlkl･Uamat su, 19 7 3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　むこうぺた表６ 天草下島西岸部・向辺田地区における対比表
ルト質頁岩中に散点的に産する．唐千田東方約700mの道路上，増野北西約500m付近の道路端
の崖，河浦町椎場南方，椎場の対岸の松が鼻付近などに，その化石層はみられる．中部での化石
はＮａｎＯＴｉａｕiｓtｗｇｉｄａTASHIRO, Glyりmeris (Giりｃｙｖｉｅｒiia）ｍｂｏｎｉｃａTashiro,Ｐ ｏｒtｌａｎｄｉａ
ｃｕｎｅｉｓtｒiatａICHIKAWA and Maeda が確認された．高井・坊城(1963)による産地牛深市亀浦・
五通島西方の暗灰色タルト岩中とあるのは，おそらく，この化石帯をさしていると思われる．上
部の化石の産出は，密集層も観察されるが散点的な場合か多い．密集層は，天草町高浜の白木河内
東方大奄付近の川床にあり，厚さ約10 cm 位で，砂岩中に発達している．化石は先に　Tashiro
(1976)が, U-IVの化石としてリストしているもので，ＮａｎｏｎａｔJtｓ tｕｒがｄａTashiro,Ｆｏｒtｌａｎ-
ｄｉａｃｕｎｅｉstｒiatａICHIKAWA. and Maedaが多く，その他Ａｃtia(Truれｃａｃｉｌａ）ｓｈｉＴｎｏｊｉｍｅｎｓiｓ
Tashiro,Ｔｅｎｅａ　ｌａｂｏｎｉｃａ ICHIKAWA and Maeda などを産する．同じような密集層は，牛
深市中浦の東方海岸にみられるが保存が悪い. ＮａｎｏｎａＴｉｉｓとＧりｃｙｍｅｒiｓが認められた．　散点的
に産する所として，牛深市増野北西約400m付近と，中浦東方海岸にみられる．増野付近では保
存か悪く，Ｎａれｏｎａｏｈ, Ｇりりｗieｒiｓ　を確認したが，中浦付近では，Ｇりｃｙｍｅｒｈ（（ゐりmerita)
ｌａｂｏｎｉ･･７ａTASHIRO, Loエｏ ｊａｂｏｎtｃａ(Amano),ＡｇｎｏＴＴｉｙａエｅｌｅｇａｎｓTASHIRO,Ｌｕｃｉｎａ！sp.,
Ｍｅｓｏｃｈｉｏｎｅsp. ａt?. Ｃｒａ＾ｉａtellalｐｒｏtｒａｃはCOLLIGNONなどを得た．天草町下田鬼海ヶ浦道路
上，おそらく本層の中部付近に相当するところからはＣンｃｌｏｒiｓｍａ ｓｐ.を，また同町妙見浦の道路
上からはＡｃｉｌａ（Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ）ｓhimojiｗｉｅｎｓiｓTashiro,Ｃｏｒhｕlasp.などを採集した. Ueda
(1962)による白木河内東方（たぶん河浦町白木河内）のｐｌｅｕＴｏｇｒａｍｍａtｏｄｏｎ ｓｐｌｅｎｄｅｎs（高井
保明採集），松下(1949)の報告中にある下島西海岸鬼ケ浦において採集せりと思える採集中の
Ｃｕｃｕｌｌａｅａsp. （転石）は，いずれも筆者らのＵ－Iｖbの分布内にその産地か位置している．おそ
らく両者はＮａれｏｎａｖii tｕｒｇｉｄａＴＡＳＨＩＲＯと思われ，また，松下による産地は筆者らのＣ'vｃｌｏｒiｓｍａ
sp.の産地と同じではないかと思われるる．また，これらの動物化石の他にＵ－Iｖbの下部は，
植物片を多量に含んでいる部分が認められる．特に天草町下田付近からは保存良好な植物化石が数
個所にわたり確認できる．大型のプラタナス類と思われるものなどがある．
　Ｕ－Ｉｖｂの層厚はおよそ450m.
　対　比
　Ｕ－Iｖbの産出化石二枚貝は，付表６のようにかなり多数の種があり，保存は悪いが，量的に
は多い．　しかしながら, U-IVa, U-IIIaに特徴的であったイノセラムス，三角貝，たとえば
Ｕ－IｖａのＩｎｏｃｅｒａｍｕs（Ｃａtａｃｅｒａｍｉ↓ｓ）ｚ.{{.balticｕs haliicｕｓ BOHM やＵ一IliaのＡｂｉｏtｒi ｇｏｎｉａ
ｂｏｓtｏｎｏｄｏｓａNakano, Stｅｉｎｍａｎｅｌｌａ（Ｙｅｈａｒella）ｉａｐｏｎｉｃａｏｂｓｏｌｅはKOBAYASHI and AMANO,
Ｊｎｏｃｅｒａｍｕ%（Ｃａtａｃｅｒａｍｕi）halticｕihalticｕｓ BOHM,などは全く確認できない．しかしながら，
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Ｕ－IIlaから産する他の二枚貝と共通する種は，付表６のようにかなり知られる．また種は異
なる可能性もあるか，Ｍｅsｏｃｈtｎｅ　sp.やGlｙｃｙｍｅｒｉｓ（Ｇりｃｙｖｉｅｒitａ）1 ａｂｏ　ｍｅａ ＴＡＳＨＩＲＯと
l＾ａｎｏｎａｖiｓtｕｒｇｉｄａTASHIRO, Nanonavis n. sp.は，属として各々　Ｕ－IIlaから多産する
（:畝ycymeris CGlｙｃｙｍｅｒitａ）ｊａｂｏｎｉｃａTashiroＭｅｓｏｃｈｉｏｎｅ tｒｉｇｏｎａｌｉｓTASHIRO, Naれｏｎａｖｕ
ａｕｉａｎｍｅｎｓiｓ(ICHIKAWA and maeda)に対応する．新しい種として確認できるのは，　Ｃｙｃｌｏｒiｓｍａ？
sp.cltsｏｃｏｌｕｓｓｐ. Ｃｏｒbｕla ｓｐ.ぐらいである．したがって, U-IIIaとＵ－Iｖbにみられる動物
相の違いは，時間的な種の交代が考えられる程度で，その生活環境については一連の連続した堆
積環境であったと思われる．また, U-IVb　より産する　GlｙｃｙｍｅｒｕQGlycymerita~)ｊａｐｏｎｉｃａ
ＴＡＳＨＩＲＯは，ニュージランドのワンガロアン（ダエアツ）のGiｖｅアｎｅｒitａの模式種Glｙｃｙｍｅｒi％
（Glｙｃ:ｙｍｅＴｉtａ）ｃｏｎｃａｘia（ＭＡＲＳＨＡＬＬ）（ＦＩＮＬＡＹand Marwick, 1937)に非常に似ており，
またＭ・ａ面‘・,z・Sp.が，マダガスカルのダエアンより産するＣｒａｓｓａtella？ ｐｒｏtｒａｃほCOLLIGNON
(1951; TasHIRO, 1978)に近似している．これまでには，本邦における上部白亜系からは, U-IVb
にみられるような二枚貝ファウナの報告はない．但しU-IVbの下部から保存不良なＢａｃｕlitｅs
ｓｐ。ＡｂｉｏtｒｉｇｏｎｉａＳｐ.を得ている・
　最上部層上部（Ｕ－Iｖｃ）……新称
　本層は，天草下島白亜系の最上部を示すもので，下部はＵ－Iｖbに整合に接し，上部は，古第
三系赤崎相当層に不整合関係で覆われる．砂岩を主とし，かなりあつい頁岩層や，数層の厚い欄岩
層が爽まれる．下部は，砂岩の厚層が目立つが，中部～上部では，人頭大の篠を含む顕著な３～４
層の凛岩層が，砂岩層中に発達する．牛深市久玉海岸では，下位の篠岩層の基底付近の粗粒な砂岩
層中に，潮間帯～浅海性二枚貝密集層が認められるが，保存か悪く種までの同定は不可能である.
Ｃ７･ａｓｓｏｓtｒｅぶ!ｓｐ。Ｂｒａｃｈｉｏｄｏｎtｅｓsp., Anomia sp.他，巻貝もある．天草町石立東方の頁岩部か
らは， Ｌtｎｇｕlａ sp.や木片化石等がでる．上位の欄岩の下位に, 1 , 21Sの１～２ｍ層厚を示
す酸性凝灰岩層があり，本層中の重要なkey bed となっている．また，この凝灰岩付近の砂岩や
泥岩はかなり凝灰質である．上位の篠岩は，天草下島西岸地方では,.かなり厚く（約50m）発達
するが，東海岸付近では薄い．このＵ－Iｖｃの最上部は，やや頁岩の部分が目立った砂岩・頁岩
の互層を示す．この互層部分と下位の篠岩，凝灰岩層は，天草全域の踏査可能な地域で赤崎相当層
の下位に略，平行して追跡できる．凝灰岩層から，赤崎相当層までの層厚は，各地区の柱状図に示
しているが，全般的に，天草下島西海岸（下田地区）でやや厚く，東岸地方（久玉地区）で薄い．
これらの調査結果から判断すれば，赤崎相当層の下位のＵ－ＩＶが，赤崎相当層の堆積以前に大き
く削減されたということは，全地域で, U-IVcまで，確認できることからみて考えられず，従来
の見解とは異ならざるを得ない．Ｕ－Ｉｖｃの層厚は約450～650m.
　天草上島地方においては，姫浦層群下部亜層群上部層（L7111）上に赤崎層が不整合関係で重な
っているが，赤崎層と本地域の赤崎相当層はおそらく同時期の堆積物である（後述）．一方下位の
Ｌ－IIIは，下部ヘトナイ統下部（植田・古川, 1960 ； UEDA, 1962 ； AMANO, 1960, 1962,田
代・野田, 1973, TASHIRO, 1976)であり，本地域のU-IVc　とは時代的に大きく離れている．
地理的な両地方間の距離は，東西方向で，上部亜層群分布の最東端（宮野河内）から，下部亜層群
分布の最西端（獅子島）までおよそ９ｋｍ位であり，この距離は，上部亜層群分布の東端（宮野
河内地区）から西端（下田，向辺田地区）までの半分にもみたない．天草下島と上島の間で全層厚
3000m以上に及ぶ上部亜層群が急激に消滅していることになり，極めて興味深い事実が判明した．
このことは，姫浦層群上部亜層群と下部亜層群が，堆積盆を異にしていたか，あるいは東部から西
部への急速な堆積盆の移動があったのかも知れない．しかし，両亜層群の関係を直接に示す地域の
報告がない段階で，結論ずけることは極めて困難である．鹿児島県下甑島のＵ－Iの下位につい
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　　　　表７．姫浦層群上部亜層群最上部層産化石のリスト　・
List of bivalve fossils from the Upper-most Formation （Ｕ－IV）
Acila ('Vruncacila）shiroojijnensisTashiro
Acila（Truncacila) sp.
Portlandia cuneistriataICHIKAWA and Maeda
l^anonavis turgidaTashiro
l^anona'uisn. sp.
Ｇりcymeris（Ｃりcymeriは）japo^iicaTashiro
Brachtodontes sp.
CΓα∬ostrea？SP.
Ostreasp.
Inoceramu^C?T. balticiisbalticusBOHM
Parvamusium sχ)．
Avomia sp.
Apio£rigonian， sp.
heptosolen japonicaICHIKAWA and Maeda
Clisocolusn. sp.
“Lucitぼsp.
“/1μarte"n. sp.
TeJieajaponicaICH IK AW A and Maeda
Eriphylacft. iaponicaICHIKAWA and Maeda
AgnomvaエelegcmsTAsHIRO・
£。z。japonica(AMANo)
“Υapes"ｎ．gen. etｎ．sp.
Mesochione irigonalisTashiro
Mesochione ？sp.
Corb?a n. sp.
△
△
△
△
○
○
○
○
○
○
△
△
△
△
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
△
Species ａ ｂ Ｃ
　　　　　　　ａ：Ｕ－Ⅳａ　ｂ：Ｕ－Ⅳｂ　ｃ： U-IVc　Ｏ：多　○：普通　△：稀
て，田中・寺岡(1973)の報告があるが，その部分の時代を示す化石の報告はなく，また，岩相
は，下部亜層群とは，かなり異なっている．
　分　布
　宮野河内地区
　河浦町宮野河内西高根と十原聞の略中央付近，十原南西方約500 m，牛深市二浦白石北方約
500 m，および二浦町池の窪の四地点を結ぶ, NNE～ＳＳＷ方向へ細長く延びた略長方形の範囲
内に，本地区のＵ－ＩＶ層は広く分布する．走向は略N30°Ｅ，傾斜20°～30°Ｗ.下部はU-IIIb
に整合に重なり，上部はＵ－Iｖbの中部付近で略走向に走る白木河内断層（波多江, 1960)でた
たれ，西側は古第三系と接する．Ｕ－Ｉｖａのスランプ構造は，西高根・河浦町白木河内間のトンネ
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ル西側で良く観察される．また同トンネルの東側付近がU-IIIbとの境界付近である．
　久玉地区
　久玉東方の中浦付近より北方へ，牛深市内原付近まで，断片的に分布している．走向は略N-S
で，西へ60°～70°のかなり急な傾斜を示す．この地区惣はU-IVaは分布せず，Ｕ－Iｖbの上半
部とＵ－Iｖｃで，下位は，大浦付近を略ＮＮＥ～ＳＳＷへ走る断層に切られ，東側はＵ－IIlaと
接する．上位は，赤崎相当層と不整合関係にある. U-IVc中の酸性凝灰岩層は内原東方500mの
地点で良く観察される．また．久玉東方２ｋｍ付近の山中には直接凝灰岩の露頭は観察できない
が，凝灰岩の転石か認められる．
　下田地区
　本地区の白亜系は，殆んどＵ－ＩＶである．苓北町都呂々付近から，天草町高浜付近まで下島西
岸沿いに広い分布を示している．全体的には，略Ｎ７Ｓ方向の走向で，ゆるく東側へ傾斜してい
るが，部分的にはかなり複雑で下田付近と天草町白木河内付近をそれぞれ中心に東西方向に軸をも
ったゆるい背斜構造があり，このため，みかけ上広範囲にわたるＵ－ＩＶの分布を示している．Ｕ
-IVaは，下田付近の背斜軸付近に両翼をなして，東方を頂点にした三角形の範囲にせまく分布す
る．Ｕ－ＩｖｂとＵ－Iｖｃが，他の分布域をしめているが，本地域は全般に露頭が悪く, U-IVb
とＵ－Iｖｃの境界は，福連木一下田間の道路の黒辺付近，下田東方尾崎付近，高浜白木河内東方
で観察される程度である．しかし, U-IVc中の酸性凝灰岩層と，その上・下位にある篠岩層は，
踏査不能な天草町皿山周辺部をのぞき，ほぽ全域追跡可能であり，その分布よりＵ－IｖbとＵ－
Iｖｃの境界は推定が可能である. U-IVc　の上部は赤崎相当惣に漸移するか，あるいは非整合
関係で覆われる．天草町船津東方では，高浜変成岩類と断層関係で接した砂岩優勢な堆積層があ
り，篠岩層や凝灰岩層を伴なっている．篠岩層の篠は殆んどチャートである．船津の南東1.5km
の地点でも同様な露頭がある．おそらくこの部分は岩相よりみて, U-IVcである．この部分は
MIKI (1972)による白亜系Ａ Formation であるかどうかは判らないが, MIKIの図幅のＡ分布域
とほぽ同地点であると思われる．
　大江・崎津地区
　本地区のＵ－ＩＶは，崎津北方３ｋｍの山中では，複雑な断層でたたれ断片的に露出している．
ここでは，酸性凝灰岩，篠岩が露出しているので，Ｕ－Iｖｃである．.崎津町西川内東方では略NN
W-S SEに凝灰岩層が追跡できる．南方の崎津海岸付近では，小高浜の東方より崎津にかけて
Ｕ－IｖａとＵ－Iｖbの下半部が観察される．走向方向は略Ｎ－Ｓで，傾斜は70°近くで東側を示
すが，北方ではやや走向を西側に転じている．Ｕ－Ｉｖｂの上半部は，おそらく崎津町船津の沖積
統の下位に没している．Ｕ－Ｉｖｃは崎津東方対岸向江の岬から走向ＮＮＷ－ＳＳＥでややゆるく
60°位の東側傾斜を示す．この部分の北方延長か，おそらく前述の崎津北方山中西河内北方へ連続
していると思われる．Ｕ－Ｉｖａのスランプ構造は，崎津・小高浜隠のトンネル付近の崖で良く観察
できる．下田地区と崎津大江地区を結ぶ付近の河浦町仏平西方では，すでに波多江(1960)が指摘
している如く，Ｕ－Iｖｃと赤崎相当層の不整合？関係がみられるが，崎津海岸で，波多江か観察し
ている部分（崎津・小島間の半島突端部付近における明石岬層と姫浦層群Ｈ６との不整合，第４図
図，波多江1960)は，おそらく筆者らのＵ－IｖbとＵ－Iｖｃの境界付近であり，ここではＵ－
Iｖｃはさらに東方の小島寄りの岬東方付近で，古第三系と断層関係でたたれていると思われる．
　向辺田地区
　本地域の白亜系は，牛深市椎場北方の綿内付近以北の海岸や向辺田西部の海岸付近のU-IIIb
上に整合に，Ｕ－ＩＶが重なり，向辺田半島の山間部は，ほとんどこのＵ－ＩＶでしめられる．走
向は半島の尾根ぞいの方向で，略N70°～80° Ｅ を示し，傾斜はゆるく1.0°～20°で東側を示してい
る．上位は，増野付近をのぞき, U-IVcの上半部は，略走向に平行な断層でたたれ，その東側は
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古第三系と接している．増野付近では, U-lVcの凝灰岩層，篠岩層が数ケ所に確認され，それよ
り上位の，水平距離にして増野から約300m東方には，赤崎相当層特有の淡青色泥岩か観察される．
しかし，両者間の露頭は不完全で，断層関係か，不整合関係にあるのか明瞭ではない．また，この
付近が現調査結果の段階では，向辺田地区での唯一のＵ－Iｖｃ上部と赤崎相当層の分布地である．
三木・植松(1973)は，本地区に古第三系基底の福連木層を図示しているが，筆者らは確認してい
ない．なお三木・植松による福連木層の一部で，牛深市亀浦付近に分布する部分は，今回の調査結
果では，黒色の粗粒砂岩～シルト岩中より，昏々ricardea (yenericar')ｎｉｂｆｒｏｎｅｎｓiｓ，Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａ
Ｚ＆i.　tａｋａｓｉｍｅｎｓｈ.Ｃｒａｓｓａtellaｓｐ. aii . Ｃｒ.　niptｔｏｎｅｎｓiiを採集した．おそらくこの部分は，古第
三系砥石層であると思われる．
　古第三系
　長尾(1926)は，天草地方の古第三系を下位より，赤崎層・白岳砂岩・数良木層・一町田砂岩・
坂瀬川頁岩と区分したが，下島地方では，赤崎層に相当する赤紫色岩に富む部分がないことと，当
時白亜系とされていた地層と，黒色頁岩に富み教良木層に対比された地層に爽まれた部分に厚い砂
岩に富む堆積層があることから，この砂岩層を深海砂岩とよび，赤崎層と白岳砂岩に対比した．上
島地方に分布する赤崎層は，独特の赤紫色岩で特徴づけられ，下位の白亜系との境界を明瞭に示し
ている．　この赤崎層の南方延長部は，波多江(1959),山本・速水(1971)などにより，鹿児島県
獅子島や長島にも確認されている．しかしながら，天草下島地方には長尾(1926)以来，多くの研
究者が調査したが，赤崎層に相当する赤紫色岩の分布は確認できなかった．松下(1949)は，天草
下島西海岸において，教良木層の下位の砂岩層が“７zz?tella spp.”“Venericardea”などを含むこ
とから，福連木層として，深海砂岩より区別し，これを上島地方の白岳砂岩に対比し，その福連木
層の下位の深海砂岩を赤崎層の同時異層とみなした．一方，下島南東部については波多江(1959,
1960a 1960b)により，深海砂岩は明石岬層と改名され，上島の赤崎層は明石岬層とインターフ
ィンガーすると考えられた．しかしその後，波多江が明石岬層とした分布区域から，高井・坊城
(1963), TASHIRO (1976),田代・大塚(1976)により白亜系化石の報告がなされ，深海砂岩の時
代について，新たな問題が生じたが，その開MIKI (1972, 1975),三木・植松(1973)らの詳細
な研究の結果，深海砂岩の大部分は，白亜系である可能性が強いことが報告され，三木らは，天草
下島の古第三系の基底は，福連木層であり，その下位の深海砂岩は，白亜系であると考えた．
　筆者らは，上部白亜系の上限を求めて，姫浦層群上部亜層群最上部層の分布を追跡したか，白亜
系の上位に，赤紫色岩に富む泥岩層が，天草下島においても，かなり広範囲に分布していることを
見出した．その泥岩層の基底部には，白亜系と不整合関係にある基底篠岩層があり，古第三系を示
すと思われる化石層を含む砂岩・泥質岩を有することが判った．　また，その赤紫色岩に富む泥岩層
の上位に，いわゆる”Ｎｕｍｍｕlitｅs'≒“Ｔｕｒｒitella’≒“ｖｅれｅｒｉｃａｒｄｅｄ”などを含む砂岩に富む部分か
あることか判明した．おそらくこの砂岩優勢な部分か松下(1949)による福連木層である．したが
って筆者らは，白亜系の上位の基底篠岩より赤紫色岩に富む部分までを，赤崎層に対比し，これを
赤崎相当層とし，その上位の“liｕｍｍｉｄｉt?1を含む砂岩優勢な部分を，白岳砂岩に対比し，白岳
砂岩相当層として，従来の福連木属・明石岬層・深海砂岩層の使用をやめた．その理由として，松
下(1949)による福連木層は，天草下島西岸部において筆者らの白岳砂岩相当層に一致するが，
MIKI (1972),三木・植松(1973)による福連木層は，西岸部では一致するも，東南部での福連
木層は筆者らの赤崎相当層と白岳砂岩層を同時に含んでいる．高井・坊城(1963)による福連木層
は，同様に宮野河内地区の十原付近において，筆者らの赤崎相当層と白岳砂岩相当層に相当する．
波多江(1959)の明石岬層は，牛深市久玉付近と，河浦町仏平付近，十原付近では，赤崎相当層と
白岳砂岩相当層を含み，他の明石岬層は殆んど白亜系である．また，長尾による深海砂岩は，その
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上部付近が，赤崎相当層と白岳砂岩相当層に対比岑れ，その主部は白亜系である．
　赤崎相当層……新称（仮称）
　下半部は，陶沙不良の角磯を含む基底篠岩にはじまり，粗粒砂岩・篠岩・泥岩の互層が重なる．
粗粒砂岩や泥岩にＴｕｒｒilellasp. ciｒ.　Ｔ.ｏｋａｄａｉＮＡＧＡｏ他数種の巻貝，二枚貝か認められ，
下位の白亜系化石層とは全く異なったファウナを示す．篠岩層は基底部近くほど大篠を含み，篠の
種類は，下位の白亜系のものと肉眼的には差がない．互層部分の砂岩・頁岩も白亜系の岩相に近
い．上半部は，赤紫色の泥岩層，あるいは，淡青灰色の泥岩層で特徴づけられる．淡青灰色の泥岩
層は，赤崎層にも普通にもみられるものである（三木・松枝, 1974).赤紫色岩の厚さは，下島東
岸部では内原付近で50m以上の厚さになっているが，牛深市明石岬付近では，数ｍと薄い．また，
F島西岸部（F田地区，向辺田地区）では，淡青色泥岩は認められるか，赤紫色岩はまだ見出せな
い．　これらの泥岩層の上位は，植物片に富む泥岩層があり，F島西岸部では，むしろ，この泥岩層
が，下島東岸部よりも厚い．この泥岩層までをもって，赤崎相当層とする．赤崎相当層のおよその
層厚はは，下島東部地区で約100m.西部では厚く150m～300 m.
　分　布
　宮野河内地区
　西高根断層の北側と，白木河内断層の西側に各々，その中部～上部が断層と略平行した走向をも
って細長く分布する．下位はそれぞれの断層にたたれ，上位は，白岳砂岩相当層と整合関係で接す
る．いずれも露頭は不完全であるが，赤紫色泥岩の存在で確認できる．西高根断層近くでは，河浦
町十原～西高根間の略中央付近に赤紫色岩かおるか層厚は不明である．白木河内断層付近では，河
浦町九浦付近で，かつて赤紫色岩を観察しているか，この付近は現在，国道の拡張工事の結果，道
路下になり，すでに露頭はない．
　久玉地区
　明石岬付近に模式的に観察される．ここでは下半部の発達か顕著で約100mの層厚を示すが，赤
紫色岩部は，岬の西海岸にわずかに観察される．久玉一中浦間の道路の略中央付近には，上部の淡
青色泥岩と，植物片に富む泥岩が認められるが，赤紫色岩は直接露出せず，山間部の土壌中にその
名残りをとどめている．基底部近くの篠岩層が一見不整合状に下位の互層上に重なる堆積異常な部
分（おそらく一種のスランプ構造と思われる）が，明石岬および，その東方対岸によく観察される
る．本層は，略Ｎ－Ｓの走向で，約60°Ｗ傾斜で北方へ延び，その北方延長部の内原南方では，赤
紫色泥岩の発達が著じるしい．また内原の南方1000mの谷沿いの崖には，基底部近くの堆積異常部
分が良く観察される．内原東方では，本層が，上部白亜系U-IVc上に不整合関係で接している．
また，白岳砂岩相当層との関係も良く観察できる．
　下田地区
　本地区では，上位の白岳砂岩相当層が，天草下島西海岸に平行した山地の頂部を形成している
が，その下位に，赤崎相当層が分布する．一般に傾斜はゆるく，10°～20°で東側を示す．下位の白
亜系との関係は，下山川上流の勘太郎峠北方付近や，松浦川内付近，都呂々川上流などで観察でき
る．おそらくこの部分か，松下ら(1959)により深海砂岩層（深海層）と白亜系∂層との不整合と
みなされた部分と思われる．基底部近くの先述した堆積異常構造も，志田原東方の道路端北側の崖
に好露頭がある．本地域では，赤紫色岩はまだ見出せず基底部の篠岩・砂岩・頁岩互層上には直接
青灰色泥岩と植物片に富む泥岩が成層していると思われる．場所によっては，植物片の量が多くな
り，薄い粗悪炭を形成している．
　大江・崎崎津地区
　本地区での赤崎相当層の露頭は不完全で，崎津北方の仏平に，上部白亜系Ｕ－Iｖｃ上に，不整
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合？に，基底篠岩が認められる程度である．また，大川内東方より仏平へ続く道路上東側に分布す
る篠岩層は，おそらく基底部中のものである．
　向辺田地区
　増野付近以外には，本層の分布はないと思われる．増野の西方に淡青色頁岩から植物片に富む泥
岩部と上位の白岳砂岩相当層の基底部と思われる砂岩が認められる．走向は略E-W,傾斜は60°
～70°で東側を示す．
　対　比
　赤崎相当層を構成する篠岩や砂岩や頁岩は肉眼的には白亜系のものと区別がつけがたいので，赤
紫色岩，淡青灰色泥岩が，本地域では主要なkey bed となっている．天草上島地方の赤崎層の篠
岩の篠や砂岩の主要構成成分が古第三系よりも白亜系に近いことを，三木・松枝(1974)も指摘し
ている．　しかし，基底部近くより産出する化石は＊，白亜系のものではなく，上位の白岳砂岩層や
白岳砂岩相当層のものと一致すると思われる．白岳砂岩相当層の“ＮｕｍｍｕＨtｅs”が下部ルテシア
ンか，その下のイプレシアン（半沢1956)とするならば，赤崎層及び赤崎相当層は，それより下位
の古第三系（ランデエアン）である．しかし，正確な時代決定は，下位の白亜系？Ｕ－Iｖｃととも
に，さらに検討する必要がある．天草上島地方の赤崎層の基底礁岩は，赤紫色岩をマトリックスに
している点，赤崎相当層とは異なっているが，上位の赤紫色岩，淡青色泥岩は，おそらく同様な堆
積環境下にあったと思われる．いわゆるnon marin を示している．その上位の白岳砂岩相当層か
らはＮｕｍｍｕlitｅｓをはじめとする　marinの化石がでているので，赤崎相当層と白岳砂岩相当層
は区別されるべきで，従来のように１括することは無理であると考える．
　白岳砂岩相当層……新称（仮称）
　優白色粗粒～細粒の砂岩が主であるか，天草下島東岸地方では，砂岩か優勢な砂岩・頁岩の互層
がその上半部で良く発達している．その互層部の砂岩から下位の頁岩へ，Ｕ字形にはいったサン
ドパイプがある（山下, 1976) .この部分には，異常堆積を示す部分があり，数層順にわたりスラ
ンプ構造が認められる．この互層部分中の頁岩や砂岩中に，レンズ状の石灰岩質砂岩が発達し，
ＮｕｍｍｉtZitｅｓ，Uisｃｏｃｙｃｌｉｎａか濃集している．また頁岩や砂岩からは，Ｔrｔｒｒitｅｌｌａ ｃtｒ.　ｏｋａｄａｉ
Nagao,1　ＶｅｎｅｒｉｃａｒｄｅａｎｉｐｂｏｎｉｃａＹＯＫＯＹＡＭＡや，単体サンゴなどかでる．一方，天草下島西
岸地方では，砂岩がはるかに優勢で層厚数10mに達する砂岩層がある，Ｔｕｒｒilellaの密集層は，こ
の砂岩層の上半部に多く観察され，明らかに有孔虫類化石か濃集していたと思われる跡が，レンズ
状に認められる．
　分　布
　宮野河内地区
　宮野河内西高根より乗田方向へのびる上平断層の東側に，略断層方向の走向で発達する．地層は
は，ほとんど垂直である．西高根より，上平近くまでと，下平から深海までの断層東側にみられる
が，露頭は，下平や深海の海岸に良く観察できる．ここでは，白岳砂岩層の上半部がでていて，下
位は上平断層で切られ，白亜系Ｕ－IIla～Ｕ－Ilbと接し，上位は頁岩優勢な教良木層へ漸移する．
西高根断層以北に分布する本層は，西高根と十原間の道路上に観察できる．西高根の北方300m
付近にはＴｕｒｒiiellaの密集層がある．また，西高根西北方400m付近の道路上には，Ｎｕｍｍ-ｕlitｅｓ
の’密集層かおり，西高根の小川の川床にも転石になって落ちている．また同様の密集層は，十原に
おいても観察できるし，十原南西方の谷にも転石がある．走向は略西高根断層に沿いゆるく北方へ
傾斜する．西高根や十原付近では，下位は断層関係で白亜系Ｕ－IIlb～Ｕ－Iｖａ,bに接するか，略
＊赤崎相当層の化石産地は，波多江(1960)により，明石岬層基底近くの化石層として報告されている．
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中央部では，赤崎相当層の上位になる．また，白木河内断層の西側にも本層は分布する．断層と略
同様の走向で，十原付近から白木河内まで，おそらく，その上部にあたる部分が認められるる．な
お，この南方延長は，早浦湾をへだてた早浦北方坊主瀬に，わずかに分布する．ここでは白木河
内断層の東側は，白亜系Ｕ－Iｖbである．坊主瀬では，波多江(1960a)により，ＮｕｍＴｎｕＨtｅsの
報告があり，筆者らも確認している．
　久玉地区
　久玉地区の木層の分布はせまく，明石岬東岸付近からＮ－S｀の走向で北は，内原付近まで観察さ
れる．南は，黒島や牛島にわずかに分布している．傾斜は南でゆる･く，北でやや急で西側をしめ
す．層厚約150m.
　下田地区
　本層がもっとも広く分布するのはこの地区である．前述の二地区に比し，砂岩優勢である．天草
町都呂々付近から，福連木，下山川上流，十三野と，下島西海岸に略平行した山地の頂部に連続し
て追跡することができる．松下(1949)により，福連木層とされたものか，おそらく本層である．
　大江・崎津地区
　本地区では，明らかに白岳砂岩相当層と判断できる部分は，仏平付近と，その南方の中山付近に
断片的に分布している．
　向辺田地区
　本地区では，木層に相当する部分は確認していないが，増野付近め赤崎相当層の上位に本層の基
底部付近と思われる砂岩が，わずかに認められる．
　対　比
　天草上島地方の白岳砂岩層は，粗粒なアルコース砂岩の厚層で特徴づけられる．下島地方の白岳
砂岩相当層の砂岩は，部分的には下位の赤崎相当層や，白亜系の砂岩と，肉岩的には，よく似てい
る．地域によっては，判別に困る所もかなりみられる．上島地方の白亜系や古第三系の砂岩につい
ては, MIKI (1972)が詳細な分析結果を報告している．　木層は，産出化石から，上島地方の白岳
砂岩層に対比されることは，これまで松下(1949),波多江(1960a)他の研究結果からも明らかで
ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　教良木層
　黒色シルト岩，頁岩を主とする．白岳砂岩相当層との漸移部，および，上位の砥石層近くで，若
干砂岩の薄層を交え，細互層を示す．特にここでは，白亜系と断層関係で接する地域について記述
する．
　宮野河内地区
　宮野河内本郷南方越路浜付近より，下平北方黒崎間で，上平断層に接し，西側は，白亜系Ｕ－
Iliaが分布する．頁岩か優勢で，薄い砂岩との細互層を示し，走向は略断層に平行し，殆んど垂
直である．両地点の北方，南方では，下位に白岳砂岩相当層か整合関係に接するので，教良木層の
基底部近くに相当する．早浦北方（本文での，向辺田地区と，宮野河内地区か接する付近）では，
坊主瀬南方から五通島南方を結ぶ方向に走る東西性の断層を境に，南側で白亜系Ｕ－Iｖbと接す
る．坊主瀬には，白岳砂岩相当層のＮｕｍｍｕＨtｅｓを含む砂岩かわずかに分布し，南側をその断層
でたたれているので，その白岳砂岩相当層に整合関係にある本地区の教良木層は，宮野河内付近に
みられる部分と同様の教良木層基底部付近である．ここでの走向は略N80°Ｅで20°～30°Ｎの傾斜
を示す．なおこの教良木層は，亀浦湾東方弘浦付近から五通島付近へ走ると思われる南北性の断層
にたたれ，西方は白亜系Ｕ－ＩＶと接する．
　下田地区
　本地区の教良木層は，殆んど白岳砂岩相当酒上に分布しているか，十三野西南方付近で一部，西
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方の白亜系と断層関係を示す部分がある．　しかしその詳細は露頭が悪く判然としない．
　大江・崎津地区
　崎津一小島間につきでた小半島の東方岬付近で，南北性の断層で切られ，西側を白亜系U-IVc
でたたれる．走向は略Ｎ－Ｓを示し，傾斜は東で20°位である．この部分は，小島付近では上位の
砥石層が観察されるので，おそらく教良木層の上部に相当すると思われる．
　向辺田地区
　亀浦から増野，池田を結ぶ方向にのびているＮＮＥ～ＳＳＷの断層により，亀浦より，その南西
約1500mまでと，本地区最西南部池田付近では，教良木層と白亜系は直接断層で境されると思われ
る．三木・植松(1973)は，この部分に，福連木層の存在を図示しているが，筆者らは確認できな
かった．　この地区の本層の露頭は悪く，その詳細は明らかでない．
　砥石層
　本層は，砂岩優勢な砂岩・頁岩の大まかな互層を主に構成される，数層の爽炭層かあり天草炭田
の主要爽炭層でもある．基底部は，砂岩・頁岩の細互層を示す教良木層から次第に，砂岩優勢な砥
石層に漸移するが，その部分に海緑石砂岩を爽み，貝化石を産する．この海緑石砂岩の上・下にも
も，灰色シルト岩が発達し，貝化石を産する．この部分が，波多江C1960a)による遠見山化石帯
に相当する．筆者らは，この化石帯より上位を便宜上，砥石層としている．
　分　布
　下田地区
　天草町白木河内～河浦町間の峠から，仏平へ下る途中に，海緑石砂岩があり，Ｃｒａｓｓａtellasp.
ｙａ友回?ea (J/erericar') sp.を得た．地層の詳細は不明であるが，同地点の西方，および南方
には，白亜系Ｕ－ＩＶが分布するので，おそらく断層関係で接している．筆者の１人Otsuka
(1978)は，下田地方の鬼海ヶ浦北岸付近に古第三系化石，Ｃｒａssaiella　Ｓp., Venericardea sp. を
産する砂岩層が，周囲を断層でたたれＵ－ＩＶと接し，小さく分布することを報告したか，この部
分はおそらく，白岳砂岩相当層に対比されると思われる.
　|句辺田地区
　椎葉南東で，亀浦北東部の通称弁天島付近の暗灰色シルト岩中より古第三系貝化石を得た（Ｕ－
IVc ・ 向辺田地区参照）．増野よりＥＮＥへ約1500m付近に，砥石層と思われる砂岩が，北側で白
亜系Ｕ－Iｖｃと接しているが，詳細は不明である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．む　　す　　び
　従来，天草下島の教良木層（支岐山層）よりも下位の古第三系は，福連木層・明石岬層・深海層
などと呼ばれ，古第三系の下限については，研究者により，あるいは地域により異なった見解かと
られていたが，教良木層の下位では，“l>!ｕｍｍｕlilei”を含む浅海成の砂岩層と，その下位の赤紫色
岩に卓越した非海成と考えられる泥岩層とに区別できるので，下位より赤崎相当層，白岳砂岩相当
層と仮称し，今後の混乱をさける意味をも含めて，従来の福連木層・明石岬層・深海層（または深
海砂岩）の使用をやめた．
　赤崎相当層は，天草上島地方の古第三系の基底とされている赤崎層に対比される．従来赤崎層か
らの化石の報告はなく，上位の古第三系との層位的観点から，古第三系暁新統であろうと推定され
ていたが，天草下島の赤崎相当層の基底近くの砂岩から，古第三系の巻貝・二枚貝化石がでるので
で，赤崎層および赤崎相当層は，従来の底棲有孔虫による時代区分にしたがえば少なくとも下部
ルテシアンか，イプレシアンより古い古第三系である．なお白岳砂岩相当層は，産出化石“Ｎｕ-ｍ-
mulites"やＴｕｒｒittellaにより，天草上島地方の白岳砂岩層に対比される．
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　古第三系の下位の姫浦層群上部亜層群最上層（Ｕ－IV）（TASHIR01976）は，岩相により，最
上部層下部（Ｕ－Iｖａ），最上部層中部（Ｕ－Iｖb），最上部層上部（Ｕ－Iｖｃ）に区分できる．その
全層厚は約2000mに達する．Ｕ－Ｉｖａからはマストリヒシアン型のイノセラムスの報告（田代・大
塚, 1976)があり，Ｕ－Iｖbの下部からは，Ａｂｉｏtｒｉｇｏｎｉａ sp.,Ｂａｃｕlitｅｓsp. が認められるので，
Ｕ－Iｖａ～Ｕ－Iｖbの下部までは白亜系であるか，Ｕ－Iｖb必中・上部からは，イノセラムス，三
角貝，アンモナイト類はまだ発見できない.Ｕ－Iｖbから産する化石は，上部層下部（Ｕ－IIla）
と共通する種に，いくつかの新しい種類か加わった独特のファウナを構成している．Ｕ－Ｉｖｃは，
潮間帯～浅海性化石で特徴づけられる．中部に１，２層の酸性凝灰岩層を爽み，Ｕ－Iｖbの化石密
集層と共に，本地域での重要なkey bed となっている．
　天草F島では，古第三系の上位の白亜系は，従来大きく削減されていると考えられてきた（波多
江, 1959 ； MiKI, 1972).　しかし，Ｕ－Iｖbの化石密集層とさらに上位のＵ－Iｖｃの酸性凝灰
岩層の追跡結果では，その削減された部分は予想外に少なく，踏査可能な地域では，特に酸性凝灰
岩層は殆んど確認できる．古第三系とＵ -IVc の境界は，下島東岸部では不整合関係と思われる
が，西岸部では殆んど連続しているか，あるいは非整合の関係にあったと思われる．したがって
下島東岸部が，西岸部に比し，全体的にわずかに削減された量が多いと思われる．
　鹿児島県甑島と天草下島の白亜系の対比（田代・野田, 1973 ；Tashiro, 1976)を更に確実に
しうる化石のいくつかを今回追加したか，甑詰のＵ－ＩＶは，天草下島同様に，かなりの層厚を示
していて，その上位には，赤崎層類似の赤紫色岩層が，殆んど平行状不整合関係？で重なっている
る．Ｕ－ＩＶの両者における正確な対比は今後の課題であるとしても，天草下島での白亜系・古第
三系の境界付近の現象が距離的に近い天草上島よりも，はるかに離れた甑島との類似点か多い．
　これまで，赤崎相当層の分布の確認を困難にしていた理由の１つとして，天草下島の下田地区を
のぞく殆んどの地域では，赤崎相当層の赤紫色岩の部分近くで，大きく断層で切られるため，その
地域の地形が，かなり浸食された露頭の悪い部分であったことがあげられる．また，本局では，こ
の赤紫色岩の部分に，規模の大きな断層が発達しているのも興味あることであり，おそらく，上・
下位の白亜系，白岳砂岩相当層の砂岩優勢な地層の間に爽まれていることか原因していると考えら
れる．なお，本地域の堆積学的研究について，田代・平・大塚により進めているので，その成果は
別に発表する予定であり，それまでは，本論文に使用した白亜系・古第三系の地層名（岩相区分）
は全て仮称とし，改ためて再定義するつもりである．
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PLATE
写真（１）説明
１．姫浦層群上部亜層群上部層下部（Ｕ－Ⅲａ）の“ＣΓassoμΓａ”の密集層か発達した砂岩・優勢な砂岩・頁
　岩互層，写真右側上方に“Crassostrea”の殼の印象がみえる．一天草郡天草町軍浦～天草郡河浦町小高浜
　間の略中央の岬－
２．姫浦層群上部亜層群上部層上部（Ｕ－Ⅲb）の砂岩・頁岩互恩．下部の砂岩層には顕著な斜交葉理が発達
　する．一牛深市深海町西方六郎次山より西へ下る途中“の道路上－
３．姫浦層群上部亜層群最上部層下部（Ｕ－Ⅳａ）の黒色頁岩の厚層. Acila sp. や生痕化石がでる．一天草
　郡河浦町宮野河内西高根～同町白木河内間のトンネル西方入口付近－
４．同Ｕ－ＩＶａにみられる．含諌頁岩顕著な部分を写す．－３の撮影地点よりやや東方－
５．同Ｕ－ⅣａのＩｎｏｃｅｒａｍｕｓsp., aff. In・ｃ.（Ｃａtａｃ，）bｕＵｉｃｕｓbｕlticｕｓBOHM, 他の化石産地，写真
　中央の海へ突きだした小山は含凛頁岩でその左側の黒色頁岩中に，ノジュール状に化石か含まれる．一牛深
　市早浦西方海岸－
６．同Ｕ－Ⅳａの遠望．天草下島南西岸向辺田地区の急崖を構成している．海へつきだした部分はＵ－Ⅲb.
　一天草郡天草町宮ノ迫－
７．姫浦層群上部亜層群最上部層中部（Ｕ－Ⅳb）の砂岩・頁岩互恩，ハンマーの部分に化石密集層が厚さ
　50cm～10cmの幅で一層爽まれている．化石の種類は20種近くある．極めて稀に，三角貝，アンモナイトを
　産するので，この部分までは白亜系である．一牛深市増野西方－
８．同Ｕ－Ⅳbの砂岩・頁岩互層で，下田地区における化石産地の遠望，写真の略中央道路付近に厚さ数cm
　の化石密集層がある. Acila sp. C。ｒみ?ａsp.他が認められるか，アンモナイト・イノセラムス・三角貝
　類は未発見．一天草郡天草町妙見浦－
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Plate ・1
写真（２）説明
１．姫浦層群上部亜層群最上部層上部（Ｕ－ⅣＣ）中に発達する酸性凝灰岩層．一天草郡天草町下田，下山
　川－
２．同Ｕ－Ⅳｃ中の泥岩の厚層，写真中央部付近から腕足貝（Ｌｔｎｇｕla ？ sp.)を産する．一天草郡天草町石
　立南方－
３．同Ｕ－Ⅳｃと赤崎相当層の不整合.下位のU-IVcは砂岩・頁岩の互層．上位の基底傑岩よりやや上位に，
　赤崎相当層の巻貝・二枚貝密集層かある．一牛深市久玉，明石岬－
４．赤崎相当層．写真中央を不整合状にみえる部分は，おそらく赤崎相当層中のチャネル構造の発達を示す．
　この上位（写真上半部）は，赤紫色のいわゆる非海性といわれる泥岩召，下半分は，基底凛岩よりも上位の
　砂岩優勢な砂岩・頁岩の互層で，地層の走向・傾斜はかなり攬乱されていて，堆積時の異常が推測される．
　一牛深市内原東方－
５．同層の上半部．写真左側の黒ずんでみえる部分か赤紫色泥岩，人物の足もと付近より左上へのぴる層面を
　境界にして右側か青灰色泥岩から植物片に富む泥岩部．人物の足もとの小さ‥な転石は，さらに上位の白岳砂
　岩相当層の砂岩．一牛深市内原南方－
６．白岳砂岩相当層中の“ツリテラ”密集層．黒い点状にみえるものかツリテラの印象化石断面．一天草郡天
　草町福連木新田－
７．周囲をＵ－Ⅳbにかこまれて，天草町下田南方にわずかに分布する古第三系（自岳砂岩相当層？）の露
　頭.　Ｃｒａｓｓａtellasp., V。nericard。a sp.やフナクイムシ化石を産する．一天草郡天草町下田南方海岸－
８．写真７のの化石産地より，国道沿いの国民宿舎一あまくさ荘－を写す．宿舎下の崖はＵ－Ⅳb，宿舎の左
　側の谷に，古第三系とU-IVbをわかつ断層か走っている．
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天草下島の白亜系と古第三系下半部の地質図
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